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１
月

日
、
第

回
松
崎
町
成

１２

６６

人
式
が
、
環
境
セ
ン
タ
ー
文
化
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
、
新
た
に
大
人
の
仲
間
入

り
を
し
た
松
崎
町
の
新
成
人
は
、

人
（
男
子

人
、
女
子

人
）、

６５

４２

２３

う
ち

人
が
出
席
し
ま
し
た
。

５１
式
は
「
式
典
」
と
「
は
た
ち
祭
」

の
２
部
構
成
で
行
わ
れ
、
新
成
人

た
ち
は
、
多
く
の
関
係
者
に
見
守

ら
れ
な
が
ら
、「
成
人
」
と
し
て
新

た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
新
成
人
を
代
表
し

て
、
舩
津
弘
貴
さ
ん
（
船
田
）
と

渡
邉
美
由
紀
さ
ん
（
石
部
）
が
、

「
松
崎
町
民
と
し
て
生
ま
れ
育
っ

た
誇
り
を
も
ち
、
自
分
た
ち
の
手

で
、
平
和
で
美
し
い
未
来
を
切
り

開
い
て
い
く
こ
と
を
誓
い
ま
す
。」と

力
強
く
宣
誓
し
ま
し
た
。

は
た
ち
祭
で
は
、
昌
空
館
空
手

道
場
の
演
武
や
ふ
る
さ
と
ク
イ
ズ
、

伊
豆
松
崎
牛
原
太
鼓
の
演
奏
が
行

わ
れ
、
新
成
人
の
門
出
を
み
ん
な

で
お
祝
い
し
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】

教
育
委
員
会
（
４
２
）
３
９
７
１

宣誓をした舩津さんと渡邉さん

君が代伴奏、新成人鈴木さん（吉田） 「まっちー」と記念写真を撮る新成人

ふるさとクイズに挑戦 受付は中学生ボランティアが担当

伊豆松崎牛原太鼓の演奏 昌空館空手道場の演武

新成人が誕生した２０年前
皇太子殿下、小和田雅子様がご成婚

されました。

Ｊリーグが開幕し、サッカーブーム

が過熱しました。また、Ｗ杯出場を逃

した「ドーハの悲劇」もこの年です。

町内では、旧大沢学舎が「道の駅」

花の三聖苑に移築復元されました。

祝祝祝祝祝

第第

回

松

崎

町

成

人

回

松
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人
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６６６６
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仲
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仲
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人
が
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仲
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が
大
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の
仲
間
入
りり
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１
月
４
日
、
新
春
恒
例
の
松
崎

町
消
防
団
出
初
式
が
松
崎
小
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
、
消
防
団

員
２
０
９
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
山
本
団
長
が
、「
地

域
住
民
の
生
命
・
身
体
・
財
産
を

災
害
か
ら
守
る
と
い
う
消
防
団
に

課
せ
ら
れ
た
本
来
の
使
命
を
改
め

て
か
み
し
め
な
が
ら
、
消
防
団
一

丸
と
な
っ
て
活
動
強
化
に
取
り
組

み
た
い
。
」
と
訓
示
を
述
べ
、
地
域

防
災
へ
の
誓
い
を
新
た
に
し
ま
し

た
。

功
労
章
（

年
勤
続
功
労
章
）

１５

商店街をパレードする消防団員

操法披露

そ
の
他
、
永
年
に
わ
た
っ
て
消

防
防
災
活
動
に
貢
献
し
て
い
る
団

員
の
表
彰
や
、
退
団
者
に
対
す
る

町
長
感
謝
状
贈
呈
、
操
法
披
露
等

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
に
は
、
ラ
ッ
パ
隊

を
先
頭
に
消
防
団
員
、
消
防
車
両

台
に
よ
る
町
内
パ
レ
ー
ド
と
那

１８賀
川
で
一
斉
放
水
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

５
―
１

団

員

金
刺
和
仁

５
―
４

団

員

田
口
奉
文

６
―
３

班

長

高
橋
幸
也

１
―
１

班

長

松
本
佳
人

１
―
１

班

長

関

洋
介

１
―
１

班

長

森

崇
彦

１
―
１

班

長

鈴
木

幸

１
―
１

団

員

齋
藤
嘉
啓

１
―
２

部

長

小
林
真
輝

１
―
２

団

員

関

允
紘

１
―
３

団

員

佐
藤
良
太

２
―
１

班

長

井
上

崇

２
―
１

団

員

八
木
直
紀

２
―
１

団

員

藤
井
貴
啓

２
―
１

団

員

小
鹿
友
希

２
―
２

班

長

関

剛表彰を受ける高橋団員

静
岡
県
消
防
協
会
長
表
彰

功
績
章
（

年
勤
続
功
労
章
、
家

２５

族
に
対
す
る
感
謝
状
）

６
―
２

団

員

高
橋
和
彦

特
別
功
労
章
（

年
勤
続
功
労
章
）

２０

本

部

部

長

竹
内

聡

２
―
２

団

員

佐
藤
公
宣

４
―
２

副
分
団
長

山
本
浩
二

５
―
１

部

長

江
口
隆
一

５
―
３

団

員

稲
木
清
宏

本

部

部

長

山
本
成
久

１
―
１

団

員

齋
藤
嘉
啓

１
―
３

団

員

植
松
秀
人

２
―
２

団

員

藤
池
大
輔

３
―
２

班

長

馬
場
年
一

３
―
３

班

長

飯
野
哲
哉

５
―
２

班

長

菊
池
貴
幸

５
―
３

団

員

佐
藤
武
揚

６
―
１

部

長

斎
藤
治
之

年
勤
続
功
労
章

１０本

部

部

長

高
橋
永
剛

１
―
１

部

長

中
村

宰

１
―
１

班

長

鈴
木

幸

１
―
１

班

長

関

洋
介

２
―
１

団

員

藤
井
義
巳

２
―
２

部

長

清
水

豊

２
―
２

団

員

山
田
太
一

３
―
２

班

長

谷
口
一
也

４
―
１

団

員

林

真
一

４
―
１

団

員

松
本
一
宏

静
岡
県
消
防
協
会
賀
茂
支
部
長
表
彰

功
績
章

本

部

副

団

長

稲
葉
豊
一

３
分
団

分

団

長

伊
東
直
記

５
分
団

分

団

長

山
本
達
雄

６
分
団

分

団

長

大
石
孝
広

西
伊
豆
消
防
団
連
合
会
長
表
彰

功
労
章

１
―
３

部

長

齋
藤
慎
司

１
―
３

班

長

土
屋
貴
嗣

２
―
１

班

長

吉
長
寛
志

町
長
感
謝
状

７
年
勤
続
功
労
章

１
分
団

分

団

長

中
村
和
行

１
―
１

班

長

石
田

良

１
―
１

班

長

森

崇
彦

１
―
３

団

員

美
木
宗
央

３
―
１

部

長

山
田

正

３
―
３

部

長

細
田
洋
治

４
―
２

班

長

山
本
芳
紀

５
―
４

団

員

後
藤

充

６
―
１

団

員

長
嶋
達
也

６
―
２

団

員

稲
持
健
志

松
崎
町
消
防
団
長
表
彰

善
行
章

本

部

部

長

山
本
洋
光

本

部

部

長

高
橋
永
剛

本

部

部

長

浅
賀
浩
仁

１
―
１

副
分
団
長

浅
賀
哲
親

１
―
１

部

長

中
村

宰

【
問
合
せ
】

総
務
課
（
４
２
）
３
９
６
３

前

団

長

中
村
一
夫

前
３
分
団
長

渡
邉
和
人

前
５
分
団
長

後
藤
育
正

前
６
分
団
長

鈴
木
勝
二

表表表

彰彰

松
崎
町
消
防
団
出
初

松
崎
町
消
防
団
出
初
式式

松
崎
町
消
防
団
出
初
式

防防
火火
・・
防
災
の
誓
い
新
た

防
災
の
誓
い
新
た
にに

防
火
・
防
災
の
誓
い
新
た
に

（
敬
称
略
）
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水
道
・
温
泉
事
業
は
、
地
方
公

営
企
業
法
の
適
用
を
受
け
た
企
業

会
計
で
、
利
用
者
の
皆
様
の
使
用

料
金
を
収
入
と
し
て
経
営
に
あ
た
っ

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
水
道
事
業
に
お
い
て

は
、
給
水
人
口
や
観
光
客
数
の
減

少
等
で
使
用
水
量
が
年
々
減
少
し
、

そ
れ
に
伴
い
水
道
料
金
収
入
が
減

少
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
温
泉
事
業
に
お
き
ま
し

て
も
近
年
新
規
加
入
も
な
く
、
休

止
件
数
も
増
加
し
、
水
道
事
業
と

同
様
に
経
営
が
大
変
厳
し
く
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
消
費

税
法
の
改
正
に
伴
い
平
成

年
４

２６

月
か
ら
消
費
税
率
が
５
㌫
か
ら
８

㌫
へ
引
き
上
げ
ら
れ
る
事
に
な
り

ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
消
費
税
率
の
引
き

上
げ
分
を
増
額
し
た
新
た
な
料
金

を
平
成

年
４
月
１
日（
火
）か
ら

２６

適
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

平
成

年
１
月
１
日
現
在
、
松

２６

崎
町
に
住
ん
で
い
る
方
で
、
確
定

申
告
（
所
得
税
の
申
告
）
が
必
要

な
方
は
、
３
月

日（
月
）ま
で
に

１７

申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

安
全
で
正
常
な
水
や
温
泉
の
安

定
的
な
供
給
を
確
保
し
て
い
く
た

め
に
や
む
を
得
な
い
改
定
で
あ
る

こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

生
活
環
境
課
（
４
２
）
３
９
６
９

【
場
所
】

環
境
セ
ン
タ
ー
２
階
研
修
室

【
日
時
】

２
月

日（
水
）

２６

３
月
４
日（
火
）

【
時
間
】

午
前
９
時

分
～
正
午

３０

午
後
１
時
～
午
後
３
時

分
３０

煙 煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙

新 料 金旧 料 金区 分

１０，２８６円１０，０００円自 家 用

６４８円６３０円超 過 料 金

２，０５８円２，０００円自家用休止

３１，８８６円３１，０００円営 業 用

６，６８７円６，５００円営業用休止

改 定 料 金現 行 料 金使 用 水 量

２，３７８円２，３１２円２０弱の場合

３，７６８円３，６６２円３０弱の場合

６，６６８円６，４８２円５０弱の場合

１４，６９８円１４，３１２円１００弱の場合

２４，１４８円２３，５１２円１５０弱の場合

新料金旧料金使 用 水 量区 分

２，３７８円２，３１２円２０弱まで基 本 料 金

１３９円１３５円２１～４０弱まで

超 過 料 金

（１弱につき）

１５１円１４７円４１～６０弱まで

１６３円１５９円６１～１００弱まで

１８９円１８４円１０１～２００弱まで

２１４円２０８円２０１～４００弱まで

２４０円２３３円４０１弱以上

【
場
所
】

下
田
市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー（
サ

ン
ワ
ー
ク
下
田
）
第
一
会
議
室

【
期
間
】

２
月

日（
月
）
～
３
月

日
（
月
）

１７

１７

※
土
・
日
を
除
く

【
時
間
】

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
会
場
の
混
雑
の
状
況
に
よ
り
、

案
内
を
早
め
に
終
了
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

※
こ
の
期
間
、
下
田
税
務
署
内
で

は
申
告
書
の
作
成
指
導
を
行
っ

て
い
ま
せ
ん
。

※
会
場
で
は
電
子
申
告（
e-

T
a
x
）

に
よ
る
申
告
相
談
を
行
っ
て
い

ま
す
。
税
務
署
か
ら
送
ら
れ
た

ハ
ガ
キ
ま
た
は
昨
年
申
告
時
に

お
渡
し
し
た
緑
色
の
封
筒
を
お

持
ち
の
方
は
、
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

【
場
所
】

環
境
セ
ン
タ
ー
２
階
研
修
室

【
日
時
】

２
月

日（
水
）

２６

３
月
４
日（
火
）

【
時
間
】

午
前
９
時

分
～
午
前

時

分

３０

１１

３０

午
後
１
時
～
午
後
３
時

分
３０

○
贈
与
税
の
申
告
と
納
税
の
期
限

は
３
月

日（
月
）で
す
。

１７

○
消
費
税
の
申
告
と
納
税
の
期
限

は
３
月

日（
月
）で
す
。

３１

○
譲
渡
所
得（
株
式
お
よ
び
土
地
・

建
物
等
の
売
却
に
よ
る
所
得
）

お
よ
び
贈
与
税
の
申
告
相
談
は
、

下
田
市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

（
サ
ン
ワ
ー
ク
下
田
）
で
の
み

行
っ
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】

下
田
税
務
署
（
２
２
）
０
１
８
５

消消消
費
税
法
の
改
正
に
伴
い

４
月
１
日
か
ら
水
道
・
温
泉

料
金
を
改
定
し
ま
す

消消
費
税
法
の
改
正
に
伴

消
費
税
法
の
改
正
に
伴
いい

４４
月月
１１
日
か
ら
水

日
か
ら
水
道道
・・
温
泉
温
泉

料
金
を
改
定
し
ま

料
金
を
改
定
し
ま
すす

消
費
税
法
の
改
正
に
伴
い

４
月
１
日
か
ら
水
道
・
温
泉

料
金
を
改
定
し
ま
す

温温 泉 料温 泉 料 金金

使用料金比較使用料金比較例例 ２２ヵ月あたりヵ月あたり 水水 道 料道 料 金金 ２２ヵ月あたヵ月あたりり

確
定
申
告
会
場

確
定
申
告
相
談
（
出
張
相
談
）

無
料
税
務
相
談
所

そ

の

他

衛

疫

鋭

益

詠詠詠詠

詠詠詠詠

液
液
液
液
液
液
液
液
液
液

液
液
液
液
液
液
液
液
液
液

確
定
申
告

会
場
の
お
知
ら
せ
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年
金
受
給
者
の
方
を
対
象
と
し

た
確
定
申
告
説
明
会
を
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。

※
説
明
会
当
日
は
、
パ
ソ
コ
ン
を

利
用
し
た
申
告
書
の
作
成
・
指

導
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

【
場
所
】

環
境
セ
ン
タ
ー
２
階
研
修
室

【
日
時
】

２
月

日
（
月
）

１０

【
時
間
】

午
前
９
時

分
～
午
前

時

分

３０

１１

３０

午
後
１
時
～
午
後
３
時

分
３０

【
持
参
し
て
い
た
だ
く
書
類
等
】

①
平
成

年
分
の
公
的
年
金
等
の

２５

源
泉
徴
収
票

②
各
種
控
除
の
証
明
書
・
領
収
書

（
社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
等
、生

命
保
険
料
控
除
証
明
書
、
地
震

保
険
料
控
除
証
明
書
、
医
療
費

の
領
収
書
等
）

③
印
鑑
、
電
卓
、
筆
記
用
具
、
口

座
番
号
が
わ
か
る
も
の

（
申
告
者
名
義
の
も
の
に
限
る
）

３
月

日（
日
）、
松
崎
・
修
善

１６

寺
間
の
山
間
部
等
の
自
然
の
中

（
コ
ー
ス
の
距
離
約

・
５
㌔
）
を

７１

走
る「
伊
豆
ト
レ
イ
ル
ジ
ャ
ー
ニ
ー

２
０
１
４
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

第
２
回
目
の
開
催
と
な
る
今
年

も
、
国
内
外
、
全
国
各
地
か
ら
約

１,
５
０
０
人
の
選
手
が
集
ま
り
ま

す
。

④
次
の
イ
ま
た
は
ロ
の
書
類

イ
、「
平
成

年
分

所
得
税
・
消

２５

費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
の
確

定
申
告
の
お
知
ら
せ
」
ハ
ガ
キ

ま
た
は
封
書

※
昨
年
以
前
に
申
告
会
場
で
お
渡

し
し
た
「
利
用
者
識
別
番
号
の

通
知
」（
緑
色
の
封
筒
に
入
っ
て

い
ま
す
。）
を
お
持
ち
い
た
だ
く

と
申
告
書
の
作
成
が
ス
ム
ー
ズ

に
行
え
ま
す
。

ロ
、
平
成

年
分
の
所
得
税
の
確

２５

定
申
告
書

（
説
明
会
当
日
ま
で
に
確
定
申

告
書
が
届
い
て
い
な
い
方
に
は

会
場
で
準
備
し
ま
す
。）

※
申
告
期
間
中
は
、
申
告
会
場
が

大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
是
非
こ

の
機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
公
的
年
金
収
入
の
ほ
か

に
事
業
収
入
や
不
動
産
収
入
、

お
よ
び
譲
渡
収
入
等
が
あ
る
方

は
、
２
月

日（
月
）以
降
に
下

１７

田
市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー（
サ

ン
ワ
ー
ク
下
田
）
で
開
催
し
ま

す
確
定
申
告
会
場
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

下
田
税
務
署
（
２
２
）
０
１
８
５

※
自
動
音
声
に
よ
り
案
内
し
ま
す
。

確
定
申
告
の
お
問
合
せ
は
「
０
」

を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

年
金
受
給
者
の
皆
様

に
対
す
る
確
定
申
告

説
明
会

煙 煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙

多
く
の
選
手
や
そ
の
同
伴
者
が
、

大
会
前
日
か
ら
伊
豆
半
島
を
訪
れ

ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
様
も
温
か

い
お
も
て
な
し
の
心
で
接
し
て
い

た
だ
き
、
ひ
と
り
で
も
多
く
の
来

訪
者
に
伊
豆
の
フ
ァ
ン
に
な
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

大
会
当
日
は
、
交
通
規
制
等
で

ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、
伊
豆
地
域
の
活
性
化

の
た
め
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

○
大
会
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

３
月

日（
土
）

１５
参
加
受
付

午
前

時
～
午
後
８
時

１１

開
会
式
お
よ
び
事
前
説
明
会

第
１
回

午
後
１
時

分
～

３０

第
２
回

午
後
４
時

分
～

３０

第
３
回

午
後
６
時

分
～

３０

会
場

環
境
セ
ン
タ
ー

３
月

日（
日
）

１６
ス
タ
ー
ト
時
間

午
前
５
時

ス
タ
ー
ト
場
所

松
崎
新
港

ゴ
ー
ル
場
所

修
善
寺
総
合
会
館
（
伊
豆
市
）

ゴ
ー
ル
制
限
時
間

午
後
８
時

※
１
位
の
選
手
は
、
午
前

時
１１

３０

分
頃
に
ゴ
ー
ル
す
る
予
定
で
す
。

【
問
合
せ
】

伊
豆
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
レ
ー

ス
実
行
委
員
会
事
務
局

０
５
５
８
（
９
９
）
９
１
１
８

滑
前
回
大
会
の
ス
タ
ー
ト

滑
山
岳
を
走
る
選
手

伊伊豆トレイルジャーニー伊豆トレイルジャーニー２２００１１４４の開催迫る！の開催迫る！
～～３３月月１１６６日日（日（日））午前午前５５時、松崎新港をスタート時、松崎新港をスタート～～
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－

短

歌－

岡

村

芳

子

杉
山
安
紀
子

山
本
智
恵
子

細

田

光

代

土

屋

君

子

人
力
で
組
み
立
て
ら
れ
て
ゆ
く
肋
材

ろ
く

ざ
い

掛
け
声
と
い
ふ
も
力
の
一
つ

チ
ェ
ロ
の
音
に
麻
酔
か
け
ら
れ
る
も
忘
れ
ゐ
て

眠
く
な
り
た
り
歯
医
者
の
椅
子
に

雨
の
日
の
楽
し
み
の
あ
り
ミ
シ
ン
踏
む

音
た
の
し
く
て
ブ
ラ
ウ
ス
を
縫
ふ

十
日
ぶ
り
に
わ
が
家
に
帰
る
道
す
が
ら

す
す
ぎ
が
ゆ
ら
ぎ
彼
岸
花
咲
く

踊
り
子
の
乗
り
合
ひ
バ
ス
の
通
り
過
ぎ

天
城
路
は
こ
の
先
も
奥
山
深
く

僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵

松松松

崎崎

文文

芸芸

禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦

離任式で花束を受け取る松本副町長

○
松
崎
高
校

月

日
、
町
は
松
崎
高
校
と
、

１２

１８

災
害
時
の
施
設
使
用
に
関
す
る
覚

書
を
改
め
て
交
換
し
ま
し
た
。

県
の
第
４
次
地
震
被
害
想
定
で

は
、
体
育
館
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
浸

水
想
定
域
と
な
っ
た
た
め
、
高
台

に
あ
る
講
堂
や
昇
降
口
前
ロ
ー
タ

リ
ー
を
避
難
所
・
救
護
所
と
し
て

追
加
し
、
１
棟
校
舎
の
３
、
４
階

を
津
波
避
難
ビ
ル
と
し
た
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】

健
康
福
祉
課
（
４
２
）
３
９
６
６

○
静
岡
県
司
法
書
士
会

月

日
、
町
は
静
岡
県
司
法

１２

２４

書
士
会
と
、
大
規
模
災
害
時
に
お

け
る
司
法
書
士
相
談
業
務
の
支
援

に
関
す
る
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

災
害
救
助
法
が
適
用
さ
れ
る
大

規
模
災
害
の
際
に
、
混
乱
す
る
被

災
地
の
被
災
者
支
援
の
た
め
、
司

法
書
士
が
無
料
法
律
相
談
を
実
施

す
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

松
本
忠
久
副
町
長
が
、
１
月
１３

日
に
任
期
満
了
を
迎
え
退
任
し
ま

し
た
。

平
成

年
１
月

日
に
副
町
長

２２

１４

に
就
任
さ
れ
、
任
期
満
了
で
退
任

さ
れ
る
ま
で
の
４
年
間
、
副
町
長

を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

煙 煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
煙

煙
煙

煙
煙
煙

煙
煙

煙
煙

煙
煙

煙
煙

煙
煙
煙

煙
煙

煙
煙

煙
煙

煙
煙

煙
煙
煙

煙
煙
煙

煙
煙

煙
煙
煙

煙
煙
煙

煙
煙
煙

煙
煙

煙
煙

煙
煙

煙
煙

煙
煙

○
西
日
本
電
信
電
話
㈱
静
岡
支
店

月

日
、
町
は
西
日
本
電
信

１２

２６

電
話
㈱
静
岡
支
店
と
、
災
害
時
の

被
災
者
等
の
通
信
を
確
保
す
る
た

め
、
特
設
公
衆
電
話
の
設
置
・
利

用
に
関
す
る
覚
書
を
交
換
し
ま
し

た
。

【
問
合
せ
】

総
務
課
（
４
２
）
３
９
６
３

１
月
６
日
、
齋
藤
町
長
は
、
壬

生
さ
ん
の
自
宅
を
訪
問
し
、
お
祝

い
金
と
記
念
品
を
贈
呈
し
て
、
１

０
０
歳
の
誕
生
日
を
お
祝
い
し
ま

し
た
。

齋
藤
町
長
か
ら
お
祝
い
の
言
葉

を
受
け
た
壬
生
さ
ん
は
、「
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。」
と
笑
顔
で
答

え
、
ま
た
日
常
生
活
の
様
子
等
を

し
っ
か
り
と
し
た
口
調
で
話
し
ま

し
た
。 壬

生
美
代
子
さ
ん

み

ぶ

み

よ

こ

（
山
口
）

（
大
正
３
年
１
月
５
日
生
）

１
０
０
歳
の
お
祝
い

１００歳のお祝いを受ける壬生さん

災災
害
協
定
等
の
締

災
害
協
定
等
の
締
結結

災
害
協
定
等
の
締
結

松
本
忠
久
副
町
長

任
期
満
了
で
退
任

下記の方からふるさと納税をし

ていただきました。（順不同）

ふるさと納税への
ご協力ありがとう
ございました

○伊 藤 秀 也 様（神奈川県在住）

○小 原 弘 道 様（東京都在住）

○大 高 功 様（伊豆市在住）

○ 梨由美子 様（神奈川県在住）



7

イ
ベ
ン
ト
で
町
を
元
気
に

１
月

日
、
環
境
セ
ン
タ
ー

１２

に
お
い
て
、
第

回
松
崎
町
成

６６

人
式
が
開
催
さ
れ
、

人
の
新

６５

成
人
が
大
人
の
仲
間
入
り
を
し

ま
し
た
。

私
は
、
毎
年
、
成
人
式
に
出

席
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
新
成
人

の
門
出
を
お
祝
い
し
て
い
ま
す

が
、
年
々
新
成
人
の
数
が
減
少

し
て
い
ま
す
。

少
子
高
齢
化
と
過
疎
化
が
急

速
に
進
む
松
崎
町
に
と
っ
て
、

当
然
の
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、

「
こ
の
ま
ま
で
は
い
け
な

い
。
」
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

松
崎
町
が
小
さ
く
て
も
光

り
輝
く
、
潤
っ
た
町
に
な
る

た
め
に
は
、
基
幹
産
業
で
あ

る
観
光
業
の
振
興
が
不
可
欠

で
す
。

私
は
町
長
就
任
時
か
ら「
全

町
ま
る
ご
と
ふ
る
さ
と
自
然

体
験
学
校
」
を
目
標
に
先
人

が
培
っ
た
文
化
や
伝
統
を
観

光
客
の
お
客
様
に
体
験
し
て

い
た
だ
き
、
対
価
を
得
る
、

町
民
は
先
生
で
あ
る
と
い
う

こ
と
を
基
本
に
さ
ま
ざ
ま
な

施
策
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
観
光
振
興

に
起
爆
剤
は
無
く
、
落
ち
込
む

観
光
客
数
を
増
や
す
に
は
、
一

つ
一
つ
の
施
策
を
地
道
に
実
行

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
今
年

は
、
７
大
イ
ベ
ン
ト
や
さ
ま
ざ

ま
な
イ
ベ
ン
ト
の
見
直
し
と
拡

充
を
図
り
、
町
民
の
皆
様
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
観
光
客
も
楽
し

め
、
交
流
も
図
れ
る
よ
う
な
も

の
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

素
晴
ら
し
い
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
に
は
、町
民
の
皆
様
の
ご

協
力
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

炊
い
た
お
米
の
一
粒
一
粒
が

立
っ
て
い
る
と
美
味
し
い
よ

う
に
一
人
一
人
が
自
分
の
得

意
分
野
で
参
加
し
、知
恵
を
出

し
合
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
町
民
の
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、干
支
で
あ
る
馬
が
駆
け
抜

け
る
よ
う
な
ス
ピ
ー
ド
で
成

功
を
実
感
で
き
る
１
年
に
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

松
崎
町
長

齋
藤

文
彦

～～～まちのできごと～～～～まちのできごとまちのできごと～～

町長室からこんにちは ◯５０

１/８

交通死亡事故ゼロ連続１，０００日達成表彰

町は、１月５日の午前０時に交通死亡事故ゼ
ロ連続１，０００日を達成しました。記録達成によ
り、１月８日に、県の交通安全対策協議会から
表彰を受けました。

１２/２１・２２

長野県松本市安曇地域自治区親善訪問団来町

長野県松本市安曇地域自治区から親善訪問
団１３人が来町しました。訪問団の皆様は、桜工
場の見学や桜葉のお話、ジオサイトクルーズ等
を楽しみました。

１/１６・１７

ポンカン品評会

環境センターでは、ポンカンを特産品として
振興することを目的に、品評会が行われました。
出品された３１点について審査が行われ、船田の
船津正雄さんが金賞に輝きました。

１/２

乗り初め

雲見海岸では、航海の安全と豊漁等を祈願す
る乗り初めが行われ、海岸に組まれたやぐらか
らお餅がまかれました。強い西風の中でしたが、
多くの来場者で賑わいました。
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広
報
ま
つ
ざ
き

〒
四
一
〇－

三
六
九
六

静
岡
県
賀
茂
郡
松
崎
町
宮
内
三
〇
一
ノ
一

緯〈
〇
五
五
八

〉
四
二－

三
九
六
四

胃〈
〇
五
五
八

〉
四
二－

三
一
八
三

発
行

静
岡
県
松
崎
町

編
集

企
画
観
光
課

印
刷

㈲
山
本
印
刷

二十一世紀 松崎町三つの実践運動「あいさつ・返事・後しまつ」

町の人口と世帯

総人口 ７，４５２人（＋２人）

男 ３，５３７人（＋４人）

女 ３，９１５人（－２人）

世帯数 ３，０６５戸（＋４戸）

転 入 １２人 転 出 ７人

出 生 ２人 死 亡 ５人

（平成２５年１２月３１日現在）
（ ）内は前月比

松崎町ホームページアドレス http://www.town.matsuzaki.shizuoka.jp/

人身事故 １件 （－１）

物損事故 １７件 （＋９）

死 者 ０人 （±０）

傷 者 １人 （－２）

二
〇
一
四
年
二
月
一
日
発
行

通
刊

第

五

九

七

号

平成２５年１２月発生分

（ ）内は前年同月比

戸戸戸籍籍だよだよりり
（（１２１２月届出分月届出分））

～～
あ
な
た

～
あ
な
た
もも
賢賢
い
消
費
者
に

い
消
費
者
に

～～

ス
マ
ホ
は
こ
こ
数
年
で
一
気
に
多
く
の
方
が

利
用
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
従
来
の
携
帯

電
話
と
異
な
り
、
ス
マ
ホ
は
い
わ
ば
小
さ
な
パ

ソ
コ
ン
で
、
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
自

分
が
使
い
や
す
い
ス
マ
ホ
へ
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

さ
て
、
近
年
、
無
料
と
表
示
の
あ
っ
た
ア
ダ

ル
ト
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
と
こ
ろ
、

電
話
番
号
は
知
ら
せ
て
い
な
い
の
に
、
高
額
の

利
用
料
金
の
請
求
電
話
が
ス
マ
ホ
に
か
か
っ
て

き
た
と
い
う
よ
う
な
事
例
が
み
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
は
、
ア
プ
リ
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
に
際
し

て
、「
ア
ク
セ
ス
許
可
」と
し
て
、
自
身
の
電
話

番
号
、
電
話
帳
の
情
報
等
を
ア
プ
リ
提
供
事
業

者
に
提
供
す
る
こ
と
を
許
可
し
て
し
ま
っ
て
い

る
か
ら
で
す
。
ア
プ
リ
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
前
に

ど
の
よ
う
な
情
報
に
つ
き
、「
ア
ク
セ
ス
許
可
」

が
求
め
ら
れ
る
の
か
表
示
が
さ
れ
ま
す
。
ア
プ

リ
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
に
際
し
て
は
少
な
く
と
も

「
ア
ク
セ
ス
許
可
」
画
面
を
確
認
す
る
こ
と
、

ま
た
、
そ
も
そ
も
無
料

ア
プ
リ
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
に
つ
い
て
は
問
題
が

な
い
か
慎
重
に
検
討
し

た
上
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

（
文
と
絵
）
司
法
書
士

山
田

茂
樹

【
問
合
せ
】
企
画
観
光
課（
４
２
）３
９
６
４

「
ス
マ
ホ
の
ア
プ
リ
の

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
に
は
ご
注
意
を
！
」

町 の 交 通 事 故

芋

咽

允

員

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

◯◯２２５５

ススス
ト
ッ
プ
！

ススス
トト
ッ
プ
ッ
プ
！！
悪
質
商
法
被
害

悪
質
商
法
被
害

※この欄に掲載を希望されない場合は、お申し出ください。

地

域

交

流

通

信

昨
年
は
、
年
末
の
松
崎
町
訪
問

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
齋
藤
町
長
様

を
は
じ
め
松
崎
町
の
皆
様
の
微
に

入
り
細
に
入
り
行
き
届
い
た
お
も

て
な
し
を
い
た
だ
き
、
思
い
出
に

残
る
ひ
と
と
き
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
の
交
流
を
取
り
上
げ
て
い
た

だ
い
た
静
岡
新
聞
の
記
事
を
地
区

内
に
紹
介
し
な
が
ら
、
あ
ら
た
め

て
歴
史
の
あ
る
事
業
と
感
じ
て
い

ま
す
。

今
、
安
曇
は
ス
キ
ー
・
冬
山
登

山
等
、
ウ
イ
ン
タ
ー
シ
ー
ズ
ン
真
っ

た
だ
中
で
す
。
ス
キ
ー
人
口
の
減

少
と
い
う
厳
し
い
現
状
は
ご
ざ
い

ま
す
が
、
今
年
は
冬
季
ソ
チ
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ

れ
を
機
に
冬
の
ス
ポ
ー
ツ
に
大
い

に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
冬

の
北
ア
ル
プ
ス
の
大
自
然
の
懐
に

抱
か
れ
な
が
ら
の
ス
キ
ー
や
良
質

な
秘
湯
の
温
泉
を
味
わ
う
、「
静

と
動
」
を
備
え
た
安
曇
の
地
に
多

く
の
方
が
訪
れ
て
い
た
だ
く
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

松
本
市
と
合
併
し
て
十
年
を
迎

え
、当
時
の
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
や
、

こ
の
地
の
特
性
を
十
分
生
か
し
な

が
ら
具
体
的
な
地
域
づ
く
り
を
進

め
る
時
期
で
あ
り
ま
す
の
で
、
私

ど
も
安
曇
支
所
も
松
崎
町
の
皆
様

が
地
道
に
実
践
さ
れ
、
歩
ま
れ
て

き
た
町
づ
く
り
を
参
考
に
さ
せ
て

い
た
だ
き
な
が
ら
住
民
の
皆
様
と

手
を
携
え
て
共
に
歩
み
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

棚
田
を
再
生
し
、
米
焼
酎
「
百

笑
一
喜
」
を
生
ん
だ
松
崎
町
の
皆

様
の
着
実
な
歩
み
に
思
い
を
は
せ

な
が
ら
、
今
、「
百
笑
一
喜
」を
美

味
し
く
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

（
安
曇
地
域
協
議
会
事
務
局

安
曇
支
所

宮
嶋

孝
）

松
本
市
安
曇
地
区
か
ら

ウウ
イ
ン
タ
ー
シ
ー
ズ

ウ
イ
ン
タ
ー
シ
ー
ズ
ンン

真
っ
た
だ
中
で

真
っ
た
だ
中
で
すす

地

域

交

流

通

信

スキー教室でスキーを楽しむ修学旅行生たち

保護者性別名 前地 区

加 藤 桜女も も こ八木山

山 本 彩 人男空 叶
くう と

峰 輪

おめでとうございます（出生）

届出人年齢氏 名地 区

秀 樹８９筆 藤 正 子野 田

文 昭８１山 本 春 美池 代

武 志９６租長よ門 野

唯 志９５美 千岩 地

健８９船 津 兼 雄船 田

おくやみ申し上げます（死亡）


